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市民の代表に優しくお声をかけられる皇太子さま



山
鹿
市
立
病
院
は
開
院
以
来
、
市
民
の
生
命
と
健
康
を
守

る
た
め
自
治
体
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
地
域
の
医
療
機
関
で
の
対
応
が
難
し
い
分
野

を
中
心
的
に
担
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
中
核
病
院
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
病
院
改
築
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

病棟

外来棟
玄関

管理部門

（旧外来棟）

救急

国道325号線

新病院イメージ

第
２
号

Ｑ
１

な
ぜ
改
築
が
必
要
で
す
か
。

Ａ
１

当
院
は
、
日
常
の
診
療
は
も

と
よ
り
、
q

救
急
医
療
を
は
じ
め
と
し

た
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
で
き
る
医

療
を
充
実
さ
せ
、
ま
た
w

大
規
模
な
自

然
災
害
や
交
通
事
故
、
あ
る
い
は
e

新

型
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
発
生
時
に

は
中
心
的
役
割
を
担
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
現
状
で
は
、
入
院
棟
（
手

術
室
を
含
む
）
は
著
し
く
老
朽
化
し
、

安
全
か
つ
迅
速
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
改
築
の
目
的
は
、
市

民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
入

院
棟
等
を
全
面
改
築
し
設
備
や
診
療

機
能
面
の
充
実
を
図
り
、
地
域
の
医

療
機
関
や
熊
本
市
内
の
高
機
能
病
院

と
さ
ら
に
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、

地
域
中
核
病
院
と
し
て
の
使
命
を
果

た
す
た
め
で
す
。

Ｑ
２

現
在
の
建
物
は
ど
ん
な
状
態

で
す
か
。

Ａ
２

入
院
棟
は
、
病
室
以
外
に
手

術
室
や
厨
房
が
あ
り
、
昭
和
46
年
の

建
築
で
耐
震
構
造
で
は
な
く
、
全
体

的
に
老
朽
化
し
修
繕
費
が
増
大
し
て

い
ま
す
。
ま
た
昭
和
39
年
に
建
築
し

た
木
造
平
屋
建
の
管
理
棟
も
同
様
に

老
朽
化
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
施
設

基
準
に
適
合
せ
ず
、
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
際
に
は
、
建
物
自
体
の

維
持
に
大
変
不
安
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
３

病
院
内
の
設
備
は
ど
ん
な
状

態
で
す
か
。

Ａ
３

給
排
水
管
・
医
療
ガ
ス
管
及

び
電
気
系
統
は
建
物
と
同
じ
よ
う
に

全
体
的
に
老
朽
化
し
、
地
震
時
に
は

破
損
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ボ

イ
ラ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
お
い
て

は
旧
式
の
た
め
修
繕
部
品
の
入
手
が

困
難
な
状
況
で
す
。

Ｑ
４

改
築
後
は
ど
ん
な
建
物
に
な

る
の
で
す
か
。

Ａ
４

診
療
の
中
枢
部
に
当
た
る

入
院
棟
（
手
術
室
や
検
査
部
門
等
を

含
む
５
階
建
）
と
救
急
外
来
部
門
は
、

地
震
に
強
い
r

免
震
装
置
を
設
置
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
震
時
に
建
物

へ
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
、
地
震
が
発
生
し
て
も
病
院

と
し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

建
物
の
概
要
と
し
て
は
、
入
院
棟

の
１
階
部
分
は
、
放
射
線
室
・
検
査

室
・
リ
ハ
ビ
リ
室
等
の
診
療
機
能
を

集
約
し
、
２
階
か
ら
５
階
ま
で
が
入

院
室
と
な
り
、
入
院
室
は
４
床
室
を

基
本
と
し
て
個
室
を
増
加
し
ま
す
。

手
術
室
に
つ
い
て
は
２
階
に
４
室
設

置
し
ま
す
。

外
来
棟
に
つ
い
て
は
、
入
院
棟
の

前
面
に
建
設
し
、
現
在
の
外
来
棟
は

残
存
さ
せ
管
理
棟
と
し
ま
す
。(

新
病

院
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
参
照
く
だ
さ
い)

Ｑ
５

改
築
後
の
診
療
内
容
は
ど

の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
５

高
齢
社
会
に
対
す
る
救
急

体
制
を
充
実
し
、
心
疾
患
・
脳
疾

患
・
が
ん
等
の
重
篤
な
患
者
様
へ
の

診
療
を
お
こ
な
う
と
共
に
、
少
子
化

社
会
を
迎
え
小
児
病
棟
を
設
置
し
充

外来

救急

放射線

検査

栄養

リハビリ

中央設備

管理部門

外来

管理部門

中央設備

栄養

検査

放射線

救急

リハビリ

玄関

改築建物概要図（１階）

実
を
図
り
ま
す
。

特
に
、
心
疾
患
に
つ
い
て
は
、
急
性

心
筋
梗
塞
等
に
対
応
す
る
高
度
医
療
機

器
を
導
入
し
ま
す
。

が
ん
診
療
に
お
い
て
は
、
よ
り
快
適

な
環
境
で
の
治
療
が
で
き
る
よ
う
設
備

を
充
実
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
t

緩
和
ケ

ア
（
ホ
ス
ピ
ス
）
病
棟
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
手
術
を
要
す
る
患
者
様
の
た

め
手
術
室
を
充
実
さ
せ
、
緊
急
手
術
に

対
応
し
ま
す
。

Ｑ
６

改
築
に
係
る
費
用
は
ど
れ
く

ら
い
で
す
か
。

Ａ
６

約
40
億
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
７

改
築
資
金
は
ど
の
よ
う
に
し

て
調
達
し
ま
す
か
。

Ａ
７

改
築
費
用
の
99
％
が
借
入
金

（
病
院
事
業
債
）
で
す
。

Ｑ
８

借
入
金
の
返
済
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
８

元
利
均
等
30
年(

元
金
は
５

年
間
据
置)

で
病
院
収
入
よ
り
返
済
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
９

改
築
工
事
の
完
成
は
い
つ
頃

に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
９

工
事
期
間
は
約
２
年
９
か
月

を
要
し
、
平
成
22
年
８
月
ご
ろ
の
完
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
10
病
院
経
営
の
仕
組
み
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
10
病
院
の
経
営
に
は
企
業
会
計

山
鹿
市
立
病
院
は
、
平
成
22
年
度

の
新
病
院
完
成
・
運
営
開
始
に
向
け
、

改
築
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

工
事
期
間
中
は
通
常
ど
お
り
診
療

は
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
整
備
状
況
な
ど
に
つ
い
て

は
、
随
時
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…
山
鹿
市
立
病
院
　
管
理
課

1
44
‐
２
１
８
５

問
合
せ

方
式
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
基
本
的

に
は
民
間
企
業
と
同
じ
経
営
方
式
を

採
用
し
、
独
立
採
算
制
で
事
業
を
行

い
ま
す
。
会
計
上
は
独
立
採
算
制
な

の
で
、
収
入
に
よ
り
支
出
を
賄
ま
か
な
う
た

め
、
収
入
の
増
減
が
経
営
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
当
院
で
は
、
入
院
と

外
来
の
収
入
が
総
収
入
の
約
９
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

は
、
自
治
体
病
院
が
地
域
医
療
発
展

の
た
め
に
実
施
す
べ
き
事
業
（
救
急

医
療
や
高
度
医
療
機
器
の
導
入
等
）

に
対
し
て
国
が
財
政
支
援
す
る
も
の

で
す
。

q
救
急
告
示
病
院

都
道
府
県
知
事
よ
り
救
急
告
示
の

認
定
を
受
け
、
24
時
間
の
救
急
医
療

に
対
応
し
て
る
病
院
。

w
災
害
拠
点
病
院

都
道
府
県
知
事
よ
り
指
定
を
受
け
、

地
域
の
災
害
時
に
お
け
る
初
期
救
急

医
療
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め

の
病
院
。

e
感
染
症
指
定
医
療
機
関
（
第
２
種
）

『
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
』

に
基
づ
い
て
指
定
を
受
け
た
医
療
機

関
。

r
免
震
構
造

揺
れ
を
小
さ
く
す
る
効
果
の
あ
る

免
震
装
置
を
建
築
物
に
設
置
し
、
地

震
の
影
響
を
通
常
の
３
分
の
１
〜
５

分
の
１
程
度
に
や
わ
ら
げ
る
構
造
。

水
平
に
柔
ら
か
く
動
く
バ
ネ
の
原
理

で
地
震
の
揺
れ
を
建
物
に
伝
え
に
く

く
す
る
積
層
ゴ
ム
や
、
振
動
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
吸
収
す
る
ダ
ン
パ
ー
（
振
れ

止
め
）
を
基
礎
と
建
物
の
間
に
設
置

す
る
タ
イ
プ
が
多
い
。

t
緩
和
ケ
ア
病
棟

末
期
が
ん
患
者
な
ど
を
対
象
に
、

主
に
治
療
や
延
命
処
置
で
は
な
く
、

痛
み
な
ど
の
身
体
的
苦
痛
を
和
ら
げ
、

精
神
的
援
助
に
よ
り
生
を
全
う
で
き

る
よ
う
に
医
療
を
行
う
病
棟
。



市職員の給与は、国・地方公共団体の職員、民間
企業の従業者の給与などを考慮して、市議会での審
議を経て決定しています。
なお、さらに詳しい内容は市のホームページに掲

載しています。
…職員課　 1４３‐１１１３問合せ

住民基本台帳
人口（年度末）
(H18・3・31)
59,080人

歳出額
（Ａ）

千円
26,399,569

実質収支

千円
1,089,280

人件費
（Ｂ）
千円

5,503,661

人件費率
（Ｂ／Ａ）

20.9％

a

s

f

g

h

k

同

同

異

区　分

山鹿市

国

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

給 与 費

一　　般　　行　　政　　職

計（B）
職員数 一人当た

り給与費
（B／A）（A） 給　料 職員手当 期 末

勤勉手当

648人
2,596,464

362,640円334,700円

17.5％

363,840円

325,724円

237,889 1,061,459 3,895,812 6,012

＊職員手当には、退職手当を含みません。

＊人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

＊平均給与には、給料、扶養手当などの諸手当が含まれます。

＊退職手当の一人当たり平均支給額は、18年度に退職
した職員に支給された平均額です。

＊経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務してい
る場合は、採用後の年数をいうものです。

山　鹿　市
43.4歳

40.7歳

区　分

５

区　分

同

同

大学卒

高校卒

一　般
行政職

大学卒

18年度

高校卒
一　般
行政職

山鹿市
国

国の制度との異同

決定初任給

経験年数10年 経験年数20年経験年数15年

170,200円

252,844円

209,433円 268,743円

309,433円

326,475円

380,840円

138,400円

期末手当

勤勉手当

（18年度）

退職手当

（18年度）

特殊
勤務
手当

（18年度）

時間外
勤　務
手　当

区　分

（支給割合）
６月期
12月期

計

期末手当
1.4月分
1.6月分

3.0月分

（支給率）
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合
23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

勤勉手当
0.725月分　
0.725月分

1.45月分
職制上の段階、職務の
級等による加算措置

その他の加算措置：定年前早期退職
特例措置

（2％～20％加算）
定年退職時特別昇給：4号給

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員１人当たり平均支給年額

手当の種類（手当数）

支　　給　　実　　績 89,250千円

代表的な

手当の

名　称

支給額の多い手当 医師研究手当
夜間看護手当
税賦課徴収業務手当　
社会福祉業務手当
感染症防疫作業手当

千円 千円 千円 千円 千円

有

18,760千円１人当たり
平均支給額　

多くの職員に支給され
ている手当

区分

区分

18年度

18年度

平成19年4月1日現在

平成19年4月1日現在

平成19年4月1日現在

d

＊ラスパイレス指数
（国家公務員の給与水　
準を100として比較）

山鹿市 国

10094.9

部　　門

合　計 847 △22

教　育

小　計

118

118

△6

△6

増減数
（対前年比）

職　員　数
主な増減理由

給料月額等 18年度支給割合等

市　長

副市長

議　会
総　務
税　務
農林水産
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計

病　院
水　道
下水道
その他
小　計

163
12
16
23
214

869

124

124

163
13
16
17
209

5
127
30
69
21
61
191
32
536

5
115
31
69
24
57
182
32
515

0
△12
1
0
3
△4
△9
0

△21

751,500円

602,640円

410,000円
375,000円
353,000円

市　長

副市長

議　長
副議長
議　員

議　長
副議長
議　員

６月期　1.4月分
12月期　1.6月分
計 3.0月分

加算措置：有

６月期　1.4月分
12月期　1.6月分
計 3.0月分

加算措置：有

給
　
料

一
　
般
　
行
　
政

特
別
行
政

公
営
企
業
等
会
計

報
　
酬

期
　
末
　
手
　
当

＊職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保有す
る休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除い
ています。

l

18年度 19年度

¡0

区　　分 内　　　　容　

同

異

同

国の制度
との異同

扶養手当

住居手当

通勤手当

配偶者…13,000円
その他の扶養親族…6,000円
※配偶者を扶養していない場合　

…6,500円
※配偶者を欠く場合…11,000円　　

加算措置：16歳～22歳までの間にある
子１人につき5,000円の加算

住居の所有者…1,500円
（新築、購入後５年間は2,500円）
借家・借間…27,000円まで

２キロ～5キロ未満…2,000円
５キロ～10キロ未満…4,100円　
10キロ以上…6,500円～24,500円
バス利用…55,000円まで

平成19年4月1日現在

平成19年４月1日現在

平成19年4月1日現在

区　　分 区　　分

383,541円

山鹿総合支所の廃
止および事務の集
中化

事務の集中化

包括支援センター
の充実

0
△1
0
6
5

j

＊標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的
な職名です。
＊山鹿市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数
です。

標準的な職務内容 職員数 構　成　比区　分
主　事
主　事
係　長
主　任
主任主事
係　長
主　任
課　長
課長補佐
課　長
部　長
部　長

53人
30人

159人

115人

42人

70人
7人
1人

493人

11.1％
6.3％

33.3％

24.1％

8.8％

14.7％
1.5％
0.2％

100%

１　級
２　級

３　級

４　級

５　級

６　級
７　級
８　級

平成19年4月1日現在

¡1

・健康診断事業　　　　8,205千円
・文化スポーツ事業　　 565千円

（平成18年度決算）

計
平成18年4月1日現在



※表内の△はマイナス（－）をあらわします

＊住民基本台帳人口：59,459人（平成19年３月31日現在）
…財政課　1４３‐１１１９問合せ

＊グラフに示した以外に、公共用の土地等を先行取得するための土地開発基金が18年度末３億3,322万円（土地を含む）、高校
や大学などの修学にかかる経費に対して貸し付ける奨学基金が18年度末２億744万円（貸付金を含む）あります。

市　税

地方譲与税

地方交付税

負担金・使用料等

国庫支出金

県支出金

市　債

その他

合　計

k対前年度伸び率

人件費

物件費

維持補修費

扶助費

補助費等

公債費

積立金

投資・出資・貸付金

繰出金

普通建設事業

災害復旧事業

合　計

k対前年度伸び率

市議会の運営に

一般的な事務に

福祉の充実に

保健衛生の充実に

農林業の振興に

商工業の振興に

道路などの整備に

消防防災の充実に

教育の充実に

災害の復旧に

借入金の返済に

合　計

k対前年度伸び率

以上のことから、平成18年度普通会計は差し引き11億989万円の黒字となりました。また、翌年度に繰り越す事業の
財源2,061万円を差し引いた実質的な収支は10億8,928万円の黒字となり、この10億8,928万円は、翌年度へ繰り越してお
ります。

１.０％

２８.１％

△１.５％

△７.８％

△３０.１％

９.６％

２７.９％

△１３.８％

△２.２％

△８.５％

０.９％

１９.２％

０.３％

６.８％

１１.５％

△２７.６％

０.０％

３.５％

△１８.６％

△２４.０％

△２.６％

３.８％

△１７.７％

０.７％

４.５％

△１５.８％

３３.０％

△８.４％

２４.７％

△３.１％

△２４.０％

１１.５％

△２.６％ 歳入総額は、前年度比△2.2％（6億
1,533万円）の減少となりました。

歳出総額は、前年度比△2.6％（7億
59万円）の減少となりました。

平成18年度末の長期借入金の残高は、
326億6,673万円で、前年度比2.5％の減少
となりました。

※長期借入金
市が建設事業などを行うのに必要な財
源を調達するために借りるお金です。

積立金は、福祉や教育など特定
の目的のために積み立てる特定
目的基金（５基金）、将来の退職
者の増加に備えるための退職手当
基金、長期借入金の計画的返済の
ために積み立てる減債基金、年度
間の財源を調整するための財政調
整基金からなります。

災害の復旧に
8,985円（2.0％）

消防防災の充実に
17,208円（3.9％）

保健衛生の充実に
31,583円（7.1％）

教育の充実に
38,647円（8.7％）

農林業の振興に
36,933円（8.3％）

商工業の振興に
8,653円（1.9％）

市議会の運営に
3,907円（0.9％） 福祉の充実に

119,295円（26.9％）

道路などの整備に
43,317円（9.8％）

借入金の返済に
76,648円（17.3％）

一般的な事務に
58,820円（13.2％）

334億9,854万円

326億6,673万円

80.2億円

7.7億円

8.9億円

20.4億円

43.2億円

81.9億円

7.8億円

8.9億円

20.4億円

44.8億円

負担金・使用料等
8億9,780万円
（3.3％）

県支出金
14億6,218万円
（5.3％）

市債
30億5,350万円
（11.1％）

国庫支出金
19億7,672万円
（7.2％） 地方税

44億9,504万円
（16.3％）

地方譲与税
8億1,438万円
（3.0％）

その他
32億6,793万円
（11.8％）

地方交付税
115億4,191万円
（42.0％）

災害復旧費
5億3,424万円
（2.0％）

積立金
6億3,501万円
（2.4％）

繰出金
24億3,522万円
（9.2％）

物件費
29億7,882万円
（11.3％）

補助費等
32億7,285万円
（12.4％）

扶助費
33億3,579万円
（12.6％）

普通建設事業費
27億5,925万円
（10.5％）

公債費
45億5,743万円
（17.3％）

維持補修費
3億2,230万円
（1.2％）

投資・出資・貸付金
6,500万円
（0.2％）

人件費
55億366万円
（20.9％）
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身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

会　　計　　名
国民健康保険事業
老人保健事業
用地先行取得事業
農業集落排水事業
介護保険事業
山鹿市･植木町介護認定審査事業
簡易水道事業
六郷財産区
城北財産区
稲田財産区
稲田六郷財産区

k決算状況
歳入総額
72億8,538万円
70億6,779万円
８億1,573万円
19億443万円
45億6,743万円
3,469万円

１億1,817万円
178万円
625万円
130万円
419万円

歳出総額
67億5,464万円
71億4,770万円
８億1,573万円
19億443万円
43億7,038万円
3,469万円

１億1,817万円
127万円
580万円
９万円
108万円

翌年度繰越財源
０円
０円
０円
０円
０円
０円
０円
０円
０円
０円
０円

実質収支
５億3,074万円
△7,991万円

０円
０円

１億9,705万円
０円
０円
51万円
45万円
121万円
311万円

会　　計　　名
簡易水道事業
農業集落排水事業
介護保険事業

18年度末借入金残高
９億2,724万円
90億8,052万円

553万円

k市債（長期借入金）の状況

会　　計　　名
国民健康保険事業
介護保険事業
農業集落排水事業
六郷財産区
城北財産区
稲田財産区
稲田六郷財産区

18年度末積立金現在高
７億5,519万円
2,278万円
9,885万円
1,918万円

１億1,021万円
203万円
3,094万円

k基金（積立金）の状況

総収益
総費用
当年度純利益又は純損益
前年度繰越利益剰余金又は
繰越欠損金
当年度未処分利益剰余金又
は未処理欠損金

k損益計算書
病院事業
25億4,479万円
27億3,704万円
△１億9,225万円

9,740万円

△9,485万円

水道事業
４億295万円
３億8,311万円
1,984万円

２億7,718万円

２億9,702万円

下水道事業
８億9,396万円
８億2,187万円
7,209万円

１億5,853万円

２億3,062万円

k貸借対照表

固定資産（土地・建物他）
流動資産（現金預金・未収金他）
繰延勘定

資産合計
固定負債（引当金）
流動負債（未払金他）
資本金

うち企業債
剰余金

うち減債積立金
うち建設改良積立金
負債・資本合計

病院事業
15億527万円
８億3,580万円
３億1,485万円
26億5,592万円

０円
２億1,929万円
15億1,665万円
13億4,253万円
９億1,998万円
2,636万円
549万円

26億5,592万円

水道事業
21億6,004万円
６億8,094万円

０万円
28億4,098万円

１億円
4,770万円

17億9,002万円
13億129万円
９億326万円
6,026万円

１億500万円
28億4,098万円

下水道事業
201億4,891万円
３億3,920万円

０円
204億8,811万円

０円
10億2,441万円
70億3,787万円
67億2,863万円
124億2,583万円

840万円
０円

204億8,811万円

借
　
方

貸
　
方

今年のテーマは「もったいないを楽しもう」ということで開
催され、20日の講演会や21日の催しイベントには多くの親子連
れが訪れました。ひだまり全館を利用した会場には２日間を通
して笑い声が響きわたりました。
「食を楽しむ」コーナーでは、テーマに沿った「エコクッキ

ング」で省エネルギーやごみ問題を考えながら親子で料理にチ
ャレンジし、毎年人気がある「布の絵本制作講座」は60人の参
加があり、講師の先生（渡辺順子さん）に習ったり、互いに教
え合いながら絵本の１ページを作りました。
物語の主人公になった「なりきりプリンセス」では、かわい

いドレスを身にまとい手作り馬車の前で「ハイポーズ」。気分
はプリンセスでした。

…鹿本図書館まつり　10月20・21日　ひだまり　

…第12回消防フェスティバル　
10月20日　山鹿植木広域消防本部

▲かわいらしいお姫様になりきってハイポーズ！

地域や各家庭への防火意識の向上と、住民と消防の信頼関
係を強める目的で、第12回消防フェスティバルがありました。
山鹿植木幼少年婦人防火委員会(富田重明会長、45消防クラ
ブ）の主催。
今年から新しくなった広域消防本部に会場を移しての開催

となりました。式典では山鹿西保育園と川辺幼稚園の両幼年
消防クラブを表彰。その後、内田保育園幼年消防クラブなど
７団体がステージでダンスや太鼓などを披露し、元気に『防
火の誓い』を唱和しました。
野外では、煙体験、救急処置体験、初期消火訓練といった

体験型コーナーや、消防団・幼年消防団対抗の綱引き大会も
行われ多くの来場者でにぎわいました。▲ゲホゲホ…煙で前が見えないよ～　煙体験コーナー

▲バーベキューコーナーは家族連れなどで大にぎわい

鹿本地方の農畜産物を集め、ＰＲする鹿本地方農畜産フェ
スティバルが道の駅かほくの特設会場で行われました。
この催しは、鹿本地方畜産共進会実行委員会の主催で、今

年で10回目の開催。会場では、農産物の重量を当てるクイズ
や牛乳早飲み大会、チェンソーアートの実演など多彩な催し
があり、約2,000人の人出で賑わいました。
熊本県産和牛のバーベキューコーナーでは、炭火で焼かれ

た肉や野菜のこうばしい香りが会場いっぱいに漂いました。
植木町の荒木大蔵さん、元美さん夫婦は「毎年来ています。
普段はスーパーでお肉を買っていますが、やっぱり熊本県産
のお肉はおいしいですね。どこで買えるのか聞いて帰ります」
と笑顔で話しました。

…鹿本地方農畜産フェスティバル
10月21日　道の駅かほく小栗郷（鹿北）



身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

阿蘇市で開かれていた第31回全国育樹祭に出席された皇太
子さまは、県内の視察の途中で、休憩のために歴史公園鞠智
城・温故創生館を訪問されました。
あいにくの雨でしたが、お迎えとお見送りに市民など延べ

400人が集まり、傘を片手に日の丸の小旗を振りながら歓迎
していました。
現在、歴史公園鞠智城は国営公園化を推進していますが、

このような時期に皇太子さまの訪問は、大変有意義なことだ
と集まった市民の中から聞かれました。
お帰りの際には、市民代表の鶴千年さん、吉里慶子さんと

鹿本高校生や城北小学校の児童に皇太子さまからのお声がけ
があり大変感激した様子でした。

…11月５日　歴史公園鞠智城・温故創生館

▲雨の中旗を振る多くの市民

▲わぁ！見晴らしがよかね～ 起伏にとんだコースを散策する参加者

▲

朝
の
小
雨
で
澄
み
き
っ
た
夜
空

星
が
と
っ
て
も
き
れ
い
で
し
た

手
作
り
石
包
丁
で
穂
先
だ
け

刈
り
取
り
ま
し
た

▲

▲流ちょうな日本語で歌うラモサさん

肥後古代の森山鹿地区事業たいけん昔の米づくりで、今回は
「観月会」と「収穫作業」が開催されました。
観月会には、周辺住民など100人以上が参加し、見事な満月を

バックに大正琴やギター演奏、そして合唱があり知っている曲が
流れると参加者も一緒になって口ずさんでいました。望遠鏡と双
眼鏡による天体観測は、大人も子どもも興味津々で夜空を見上げ、
すばらしい星空を観察しました。
収穫作業では、今年から初めて取り組んできた「たいけん昔の

米づくり」で、試行錯誤しながらの６月の田植えから、やっと刈
り取り作業ができる段階まできました。この日は、刈り取りとは
さ掛け（乾燥）に20人が参加し、幼稚園児５人は、手作りの石包
丁で古代の刈り取りを体験しました。豊作でたわわに実った稲の
重みで、はさ掛けの竹ざおが折れてしまうハプニングもありまし
たが、参加した園児からは「田植えした稲が大きくなったね」
「これが毎日食べているご飯のもとだよ」といった声が聞かれま
した。

…たいけん昔の米づくり「観月会」（上） 10月26日　
「収穫作業」（下） 10月28日　

U V
…第17回鹿北茶山全国大会　10月28日　

鹿北体育センター・鹿北柔剣道場

ふるさとの心として歌い継がれてきた「鹿北茶山唄」。全
国でも珍しい組曲で歌われる民謡ですが、この全国大会では、
「のぼり唄」で年齢層ごとに全国の猛者が競いあいました。
九州各県はもとより、遠くは静岡・高知・愛知からの参加

もあり、５歳から87歳までの325人が予選を行い、101人が決
勝に勝ち進み熱戦が繰りひろげられました。
今年の大会には、外国の方4人の参加もあり予選会から多

いに盛り上がった大会となりました。その中の一人カナダ出
身で来日して３年目のフランク・ラモサさんは、「日本に来
たら、日本の文化に触れたかったので参加しました。とても
楽しかった」と話しました。
市内からは、少年少女の部　松本このみさん（鹿北町）

寿高年の部　　角田　憲隆さん（鹿央町）
がそれぞれの部で優勝しました。

…鞠智城フォーラムin八千代座　11月１日　八千代座

鞠智城国営公園化推進キャンペーンの一環として、『逆説
の日本史』などの著者で知られる作家の井沢元彦

いざわもとひこ

さんの講
演会が開催されました。
井沢さんは『日本史の中の鞠智城』と題し、約１時間に

わたり講演。「地元に住んでいる人は、その土地にあるもの
の価値に気づかない。現在残っている日本の古代山城の中
でも鞠智城は全国に誇れるものである」と、鞠智城の歴史
的価値の大きさを訴えました。
講演会は市民や考古学ファンら約600人が聴講。講演後に

は参加者から多くの質問が出て、鞠智城に対する関心の大
きさが伺えました。

▲講演する井沢元彦さん

…岳間小学校の児童が岳間茶のポスターを製作
11月６日　鹿北総合支所ほか

鹿北地区の岳間小学校の３年・４年生19人が、岳間茶を
題材としたポスターを製作し、鹿北総合支所や鹿北町内の
茶販売店などに配りました。
このポスターは総合学習の授業の中で、生徒たちが岳間

茶をもっと多くの人に知ってもらいたいと考え、茶工場に
出向き話を聞いたり、本などで調べたりしながら色とりど
りのポスターを描き上げたものです。
鹿北総合支所では、ポスターを受け取った北原産業振興

課長が「庁舎に貼らせてもらいます。お茶は鹿北の一番の
特産品なので、これからもお茶のことをたくさん勉強して
ください。今日はありがとう」とお礼を言いました。▲岳間茶はうまかばいたぁ～　

岳間茶が飲みたくなるようなすてきなポスターができました

見て　歩いて　考えた鞠智城
…第３回肥後古代の森鞠智城ウォークラリー大会

10月28日　歴史公園鞠智城一帯（菊鹿）

歴史公園鞠智城では、秋晴れの下ウォークラリー大会が
開催され、親子連れなど約200人がさわやかな汗を流しま
した。（菊鹿・熊本県レクリエーション協会主催）
このウォークラリー大会も今年で３回目。昨年は雨の中

での開催でしたが、今年は天候に恵まれ、参加者は広々と
した城内を思い思いのペースで歩きました。途中のチェッ
クポイントでは、クイズや短歌を作ったりしながら、古代
のロマンに思いをはせていました。
参加した森田徳行さん(菊鹿町黒蛭)と松下一誠さん・ア

ツ子さん夫婦(同町長）の３人は、「日頃から良く歩いてい
るので、きつくなくて楽しかですよ。展望台からの眺めは
風も気持ちよくて最高。国営公園になって、多くの皆さん
にもぜひ体験してもらいたい」と話していました。



身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

鹿本地区出身の内閣総理大臣「清浦奎吾伯」の功績を記
念する恒例の鹿本マラソン大会が開催されました。
当日は、少し寒さを感じる風の中、一般・小中学生合わ

せて６コース、年代別14種目に1,251人の参加がありました。
１番目のスタートとなった小学生１・２年生の１キロコ

ースでは、スタート直後に勢いあまって転んでしまったラ
ンナーもいましたがすぐに起きあがり、最後は全員が元気
にゴールしました。
市内の優勝者は、次のとおりです。
５kmの部　20代男子　　星子正徳さん（22分25秒）
３kmの部　中学生男子　岡山春紀さん（９分47秒）
１kmの部　小学生男子　丸山潤也さん（３分53秒）

小学生女子　村本七奈さん（４分03秒）

…第25回清浦総理顕彰鹿本マラソン大会　11月11日　
鹿本体育館およびその周辺

▲ゴールまで一直線！自分のペースでGO！

10月に開催された全国規模の合唱二大大会
において、山鹿中学校（顧問・指揮者中村理
恵）が、それぞれ見事な賞を受賞しました。
ＮＨＫ全国学生音楽コンクール全国大会に

おいては、地区コンクール・ブロックコンク
ールと勝ち進み、２年連続５回目の大会出場
を果たし全国大会の常連校として活躍してい
ます。
合唱部では、４度の全国大会金賞受賞やＮ

ＨＫ全国学生音楽コンクール全国大会優良賞
受賞など輝かしい実績をあげています。
この二大大会を同じ年内で賞を受賞するこ

とは大変珍しく、今後さらなる挑戦に期待を
します。
おめでとうございます。

…10月７日　ＮＨＫ全国学校音楽コンクール
中学生の部　銅賞

10月28日　全日本合唱コンクール全国大会
中学校部門同声合唱の部　銀賞

▲全日本合唱コンクール全国大会での記念写真　みんなの笑顔が輝いています

▲表彰式会場で受賞後の平小城活性化協議会の代表者

…平成19年度農林水産祭むらづくり部門
平小城活性化協議会　

九州各県の優良地域のなかで上位３地区に残り、厳正な
審査を経て、農林水産大臣賞を受けました。
平小城活性化協議会は、平成15年に観光客を農業の活性

化につなげられないかと平小城地区の農業関係者、観光協
会関係者、学校関係者などの関係機関29人で設立されて以
来、さまざまな取組を試行錯誤しながら積極的に取り組ん
できました。その後、活動が地域に広がり平小城校区長を
会長とし地元44人と地元の市議会議員、商工会、農協など
が加わり専門部会を組織し、農業・環境・観光と調和のと
れたむらづくり活動を展開しています。

全国身体障害者スポーツ大会と全国知的障害者スポー
ツ大会「ゆうあいピック」の２大会が統合され、この
「全国障害者スポーツ大会」として開催されるようになっ
て７回目の今年、山鹿市から３人の選手が参加しました。
大会では、それぞれの参加部門で、日頃の練習の成果

を十分に発揮し、全員がメダルを獲得する快挙を成し遂
げました。結果は次のとおりです。
【水泳】25m自由形　金メダル　城　克広さん（菊鹿町）

50m自由形　金メダル　城　克広さん（菊鹿町）
【陸上】400m 金メダル　今村朋弘さん（鹿北町）

400mリレー 銀メダル　今村朋弘さん（鹿北町）
200m 銅メダル　今村朋弘さん（鹿北町）
立ち幅跳び　銅メダル　新堀龍典さん（城）

おめでとうございます。
これからもがんばってください！

栄冠に輝く！
…第７回全国障害者スポーツ大会　秋田わか杉大会

10月13～14日　秋田県

▲左から今村朋弘さん・新堀龍典さん・城克広さん

熊本県議会議員として32年
にわたり公務に精励し、そ
の間、県議会議長・副議長
の要職を歴任、円滑な議会
運営と地方自治の確立に尽
力した功績が認められ受章

津留（山鹿） 松尾（菊鹿）

荒尾公共職業安定所所長を
最後に労働行政に35年、退
職後は高年齢者職業相談室
に13年と永きにわたり労働
事務官として尽力した功績
が認められ受章

…宝くじ助成により鼓笛セットを寄贈　
11月13日　城北アソカ保育園（菊鹿）

山鹿植木幼少年婦人防火委員会（富田重明会長）が城北
アソカ保育園幼年消防クラブ（57人）に対し、鼓笛セット
を寄贈しました。
これは、日本防火協会の宝くじ助成金で購入した８種類

のキーボードやマーチングドラムなどで、幼年消防活動を
行っている団体に贈られるものです。真新しい鼓笛セット
の前で、富田会長が「消防フェスティバルや運動会、発表
会などで活用し、火災のないまちづくりにつなげて下さい」
と園児の代表に目録を手渡しました。
園児らは「楽器をたくさんいただいてありがとうござい

ました。演奏をがんばります」とお礼の感謝状を渡し、合
唱や演奏を披露しました。▲寄贈された鼓笛セットの前でお礼の演奏をする園児たち
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全
国
一
斉
多
重
債
務
相
談
ウ
ィ
ー
ク
無
料
相
談
会

・
消
費
者
金
融
や
信
販
会
社
に
借
金
が
あ
り
支
払
困
難

だ
が
、
ど
う
整
理
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

・
消
費
者
金
融
数
社
に
計
約
300
万
の
借
金
が
あ
り
、
借

金
を
一
本
化
し
よ
う
と
「
即
融
資
・
保
証
人
、
担
保

不
要
」と
い
う
業
者
か
ら
借
り
よ
う
と
し
た
ら
、高
額

な
紹
介
料
や
手
数
料
を
要
求
さ
れ
振
り
込
ん
だ
が
、

い
ま
だ
融
資
さ
れ
な
い
。（
紹
介
屋
・
整
理
屋
・
買

取
屋
な
る
詐
欺
ま
が
い
の
業
者
）

な
ど
の
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

多
重
債
務
者
を
狙
っ
た
詐
欺
行
為
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

事
前
予
約
の
あ
る
方
を
優
先
し
ま
す
の
で
、
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
会
場
・
日
付

q
玉
名
地
域
振
興
局
　
12
月
10
日
B

w
阿
蘇
地
域
振
興
局
　
12
月
11
日
C

e
八
代
地
域
振
興
局
　
12
月
12
日
D

r
天
草
地
域
振
興
局
　
12
月
13
日
E

t
球
磨
地
域
振
興
局
　
12
月
14
日
F

y
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
12
月
15
日
G

※
15
日
の
み
特
設
電
話
相
談
開
設

特
設
電
話
　
1
096
‐
354
‐
６
１
１
０

◎
相
談
時
間u

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◎
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
に
よ
る
面
談

◎
予
約
・
問
合
せ

県
　
食
の
安
全
・
消
費
生
活
課

直
通
　
1
096
‐
333
‐
２
２
９
１

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
096
‐
354
‐
４
８
７
５

…
商
工
課
　
　
　
　
　
　
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課)

1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

▲山頂の標注（一〇一八米）の文字が見える

国
見
山
は
筑
肥
山
地
の
東
端
に
位
置
す

る
標
高
1018
・
１
メ
ー
ト
ル
の
山
で
あ
る
。

鹿
北
町
と
菊
鹿
町
の
町
境
と
福
岡
県
矢
部

村
と
の
県
境
付
近
に
あ
り
、
山
鹿
市
で
は

八
方
ケ
岳(

標
高
1051
・
１
メ
ー
ト
ル)

に
つ
ぐ

代
表
的
な
山
で
あ
る
。
鹿
央
町
に
も
う
一

つ
国
見
山(

標
高
338
・
８
メ
ー
ト
ル)

が
玉
名

郡
玉
東
町
と
の
町
境
付
近
に
あ
る
。『
国
見

山
』
と
名
の
付
く
山
は
熊
本
県
北
部
で
は

こ
の
二
山
で
あ
る
。

熊
本
県
南
部
で
は
、
国
見
山
地
に
六
箇

所
あ
る
。

q
球
磨
郡
五
木
村
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
1271

メ
ー
ト
ル
の
山

w
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
と
鹿
児
島
県
え
び

の
市
と
の
県
境
付
近
に
あ
る
1229
メ
ー
ト
ル

の
山

e
球
磨
郡
球
磨
村
と
鹿
児
島
県
大
口
市
と

の
県
境
付
近
に
あ
る
969
メ
ー
ト
ル
の
山

r
水
俣
市
と
葦
北
郡
津
奈
木
町
と
の
町
境

に
あ
る
869
メ
ー
ト
ル
の
山

t
人
吉
市
と
鹿
児
島
県
大
口
市
と
の
県
境

に
あ
る
800
メ
ー
ト
ル
の
山

y
人
吉
市
と
鹿
児
島
県
え
び
の
市
と
の
県

境
に
あ
る
796
メ
ー
ト
ル
の
山

県
南
部
で
六
山
が
国
見
山
と
名
付
け
る

山
々
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
国
見
山
と
は
県
や
町
村
に

そ
び
え
、
そ
の
地
を
代
表
す
る
山
に
命
名

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

平
成
19
年
５
月
13
日
a
に
山
鹿
市
鹿
北

町
と
菊
鹿
町
の
境
に
あ
る
国
見
山
の
山
開

き
に
参
加
し
た
。
数
年
前
に
一
度
参
加
し

た
が
、
今
回
は
山
鹿
市
の
自
然
環
境
調
査

で
、
地
形
・
地
質
分
野
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
、
年
齢
的
に
も
最
後
と
思

い
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。

13
日
は
快
晴
。
鹿
北
町
多
久
よ
り
茂
田

井
の
集
落
へ
、
こ
れ
よ
り
道
路
は
狭
く
険

し
く
な
り
登
山
口
へ
、『
歓
迎
国
見
山
山

開
き
』
の
横
断
幕
が
迎
え
て
く
れ
た
。

参
加
者
100
人
あ
ま
り
の
中
、
登
山
者
の

無
事
を
祈
念
し
て
神
事
が
行
わ
れ
た
。
午

前
11
時
前
登
山
開
始
。
１
時
間
あ
ま
り
で

頂
上
と
聞
く
が
、
今
の
体
調
で
は
最
後
に

な
る
。
40
〜
50
メ
ー
ト
ル
の
岩
場
で
ロ
ー

プ
を
使
っ
て
登
ら
ね
ば
な
ら
な
い
険
し
さ

だ
。
記
念
に
頂
上
の
岩
石
を
一
つ
持
ち
帰

る
。
帰
り
は
た
い
へ
ん
！
途
中
か
ら
つ
い

に
応
援
を
願
う
こ
と
に
な
り
、
登
山
口
ま

で
無
事
下
山
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

筑
肥
山
地
の
熊
本
県
側
で
は
八
方
ケ
岳

1051
・
１
メ
ー
ト
ル
、
三
国
山
993
・
８
メ

ー
ト
ル
、
国
見
山
1018
・
１
メ
ー
ト
ル
、
休

鹿
岳
865
・
６
メ
ー
ト
ル
、
星
原
岳
793
・

４
メ
ー
ト
ル
、
や
さ
ぶ
岳
642
・
３
メ
ー
ト

ル
、
姫
御
膳
岳
514
メ
ー
ト
ル
な
ど
の
山
々

が
あ
り
、
福
岡
県
側
と
分
水
嶺
を
な
し
て

い
る
。
こ
の
山
々
は
筑
紫
溶
岩
類
に
属
し
、

両
輝
石
安
山
岩
類
か
ら
な
る
。
し
か
し
、

国
見
山
の
頂
上
か
ら
持
ち
帰
っ
た
岩
石

は
、
角
閃
か
く
せ
ん

石
が
含
ま
れ
、
粘
性
の
高
い
溶

岩
で
あ
り
、
頂
上
部
は
尖
塔
状

せ
ん
と
う
じ
ょ
うの
露
頭
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

山
開
き
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

紹
介
者：
山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

古
家
　
修
さ
ん

（
山
鹿
市
山
鹿
）

▲国見山登山口に集合する登山愛好者

▲登山の安全を祈願して神事が行われた▲国見山山頂から三国山を望む

バイクで事故にあい障害者となっても、工夫を重ねてバ
イクに乗り続ける片腕ライダーの体験記。障害者が当た
り前に生活していける社会を目指し、勇気を出して一歩
を踏み出そうと呼びかける。

後久博／著　ぎょうせい

「農業ブランド」成功の背景には、必ず、しっかりした
「戦略」と感動の「物語」がある！小さな流通と大きな流
通の勝ち残り戦略、新しい概念、生命系マーケティング、
地域活性化など、農業ブランド開発のコツを説く。

いつまでもお母さんのお腹のポケットから出ようとしない
赤ちゃんカンガルーのピープー。お母さんはそんなピープ
ーに外の素晴らしさを次々と語りかけますが…。ひとりだ
ちをためらう子どもの背中をそっと押してあげる絵本。

ｳﾞｧﾚﾘｰ・ﾀﾞｰﾙ/絵　ﾛｰﾚﾝｽ・ﾌﾞﾙｷﾞﾆｮﾝ/作　文渓堂

・おはなし会
日時u12月19日D 午後２時30分から

・おはなし会
日時u12月１日G・８日G・15日G

22日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u12月４日C・11日C・18日C

25日C 午前11時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
日時u12月４日C・18日C

午前10時30分から
・特別展示　
日時u12月１日g～15日G

『人権を考える』書籍展示

山鹿市中央公民館図書室
u12月23日_・24日0

28日F～１月３日E
山鹿市鹿本図書館
u12月３日B・10日B・17日B

23日_・24日0
29日G～１月３日E

鹿北公民館図書室
u毎週月・土・日曜と祝祭日の
午後５時以降
(月曜日が祝日の場合終日休館）
(火～金は午後8時まで開館）

菊鹿公民館図書室
u年末・年始

鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

福井勝一著／著　ゆいぽおと

《今月は山鹿市鹿本図書館から》

暖
房
器
具
は
、
冬
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
暖
房
器
具
か
ら
の
火
災
件
数
が
年
々

増
加
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

取
扱
い
や
管
理
上
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
取
扱
説
明
書
な

ど
を
よ
く
読
み
、
器
具
の
正
し
い
取
扱
い
や
管
理
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

暖
房
器
具
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

☆
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
洗
濯
物
な

ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ

け
な
い

☆
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
ス
ト
ー

ブ
・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
の
上
や

そ
ば
に
は
置
か
な
い

☆
寝
る
と
き
や
外
出
す
る
と
き

に
は
必
ず
火
を
消
す

☆
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
口

金
は
確
実
に
締
ま
っ
た
こ
と

を
確
認
し
て
か
ら
、
ス
ト
ー

ブ
に
セ
ッ
ト
す
る

☆カートリッジタンクへの給油　正しい手順☆

q消　火 w給油して
e口金を下
にして確認 rセット



山
鹿
幼
稚
園
　
1
43
‐
１
１
５
４

本
園
の
園
児
が
一
年
を
通
し
て
、
夢
中
に
な
っ
て
遊

ぶ
も
の
の
一
つ
に
泥
団
子
作
り
が
あ
り
ま
す
。

園
庭
に
二
〜
三
人
で
座
り
込
み
、
季
節
の
風
を
感
じ

な
が
ら
、
も
く
も
く
と
手
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
泥
と

水
の
量
を
慎
重
に
確
か
め
な
が
ら
混
ぜ
合
わ
せ
、
そ
れ

を
手
で
固
め
な
が
ら
団
子
を
作
り
サ
ラ
サ
ラ
の
土
を
何

度
も
ま
ぶ
す
と
泥
団
子
の
完
成
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

一
連
の
動
き
と
作
品
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
職
人
技
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

友
達
同
士
、
お
互
い
励
ま
し

合
い
な
が
ら
「
失
敗
し
た
ら
ま

た
作
る
と
よ
か
た
い
」「
サ
ラ

粉
か
け
た
？
」「
先
生
で
き
た

よ
、
見
て
！
」
な
ど
、
長
い
期

間
を
経
て
少
し
ず
つ
上
達
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
日

な
た
で
乾
燥
し
、
磨
く
と
ピ
カ
ピ
カ
に
光
る
泥
団
子
に

な
り
ま
す
。
泥
団
子
は
、
た
い
せ
つ
に
靴
箱
の
上
に
飾

っ
た
り
、
お
家
に
持
ち
帰
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
や
小
学
生
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご

家
庭
で
、
光
る
団
子
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
遊
び
場

や
砂
（
泥
）
の
な
い
と
こ
ろ
は
、
幼
稚
園
へ
遊
び
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
作
り
ま

し
ょ
う
。

土
と
水
の
感
触
は
、
心
を
な
ご
ま
せ
科
学
へ
の
芽
生

え
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

▲職人さんたちの作業風景!?

ゆ
り
か
ご
乳
児
保
育
園
　
1
44
‐
２
９
６
１

今
年
度
当
初
か
ら
手
作
り
の
あ
た
た
か
み
を
伝
え
た

い
と
思
い
、
身
近
に
あ
る
物
で
手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
作

っ
て
み
ま
し
た
。
保
育
参
観
で
も
遊
ん
で
い
る
様
子
を

見
て
も
ら
う
機
会
を
も
ち
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ

う
な
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

『
保
育
園
に
あ
る

お
も
ち
ゃ
（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
ビ
ー
玉
を

入
れ
て
カ
チ
ャ
カ
チ

ャ
す
る
）
を
作
っ
て

み
ま
し
た
。
そ
し
た

ら
ず
ー
っ
と
遊
ん
で

い
ま
し
た
。
で
も
ビ

ー
玉
は
お
兄
ち
ゃ
ん

の
だ
っ
た
の
で
、
も

ら
う
ま
で
が
た
い
へ

ん
で
し
た
（
笑
）』

運
動
会
で
も
ヤ
ク

ル
ト
の
空
容
器
で
作
っ
た
マ
ラ
カ
ス
を
使
っ
て
、
０
歳

た
ん
ぽ
ぽ
組
の
子
ど
も
た
ち
が
、
思
っ
た
以
上
に
よ
く

遊
び
大
人
気
で
す
。

▲ヤクルトのマラカス楽しいよ～（運動会にて）

岳
間
保
育
園
　
1
32
‐
２
４
５
９

鹿
北
で
は
保
・
小
・
中
で
連
携
し
毎
月
第
一
火
、

水
、
木
曜
日
に
「
ノ
ー
テ
レ
ビ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

岳
間
保
育
園
で
も
、
保
護
者
か
ら
「
子
ど
も
と
の

会
話
や
ふ
れ
あ
う
時
間
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
」

「
大
人
の
生
活
習
慣
が
問
題
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
」「
親
子
で
絵
本
を
見
る
時
間
が
多
く
な
り
ま
し
た
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
子
ど
も
が
『
今
日
は
ノ
ー
テ
レ
ビ
だ
け

ん
テ
レ
ビ
ば
消
さ
な
ん
よ
』
と
言
っ
て
も
や
は
り
家

族
全
員
の
理
解
が
な
い
と
難
し
い
で
す
ね
」
と
言
う

お
母
さ
ん
の
意
見
も
あ
り
、
今
後
家
族
へ
の
働
き
か

け
を
工
夫
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

二
度
と
な
い
子
ど
も
時
代
を
テ
レ
ビ
に
奪
わ
れ
ず
、

親
子
の
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
し
、
よ
り
よ
い

親
子
関
係
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

こ
の
取
組
が
さ
ら
に
広
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
　
成
功
し
た
ら
シ
ー
ル
を
は
り
ま
す

▲

★お家でもぜひ作ってみてください

●参加されたパパの感想
私は、あまり社交的な性格ではないので、最初は参

加を悩んでいましたが、実際参加してみてとても良か
ったです。陶芸の体験はとても興味深く、これからも
定期的にできたらどんなにいいだろう…と思うほど好
きになりました。
また、他の参加者の方々、栗原先生とのすばらしい

出会いに感謝しています。

▲作った湯飲みに釉薬をかけている参加者のストラトン・
ネイトさん

10月27日G つどいの広場「おさか童夢」

このプログラムは、育児のノウハウを教えるのではな
く、親自身がもつ「子育て力」を高め、親が自信をもっ
て子育てができるよう支援するものです。
現在（10月28日より）、第３期生として、山鹿・鹿

北・菊鹿・鹿本・鹿央の各子育て支援センター利用者の
12人のママたちが参加しています。
毎週１回２時間ずつ、計８回のプログラムを２人のフ

ァシリテーター（進行係）と一緒に子どもの『成長』
『発達』や『家族関係』『社会のつながり』など、さまざ
まなテーマについて話し合っています。
子どもたちはその間託児があり、２時間離れ離れにな

りますが、最初は緊張と不安から涙が見られたママも子
どもも、回を重ねるごとに託児ボランティアの方や、子
ども同士と仲良くなりママも安心して笑顔で仲間づくり
ができています。
プログラムの終了後、ママや子どもたちが地域の中で

の仲間が広がり、輝いていかれることを期待しています。
毎回託児をお願いしている「地域子育て見守り隊」の

皆さまの温かい見守りに感謝します。

…鹿本子育て支援センター　146-2635問合せ

10月31日、山鹿保育園で『卒園記念登山』があり
ました。親子参加だったので、仕事を休んで一緒に
参加したのですが、登山は何かきっかけでもないと
やりませんよね。すごくいい経験をさせてもらい大
人の私たちも感動させられました。
目指したのは、九重町の猟師山（標高1,423ｍ）。ま

わりの久住連山の山肌が赤や黄色に染まり、紅葉の
真っ赤がすぐ目の前あり言葉にならないほどきれい
でした。子どもたちの口から素直に「きれい、きれ
い」と出ていたのが印象的でした。みんなで助け合
いながら登っていく姿を見て、次の日はいつもとは
違った子どもたちになるなと思いました。
とてもきつかったのですが、保育園での一つひと

つの経験が、子どもたちにとっても私たちにとって
も、心の財産になっています。

クリスマス会

日時u12月９日A
午前10時～受付
正午終了予定

場所u鹿本生涯学習・健康
センター『ひだまり』

内容u歌や手遊び　ゲームなど

…各子育て支援センター申込み・問合せ

山鹿子育て支援センター　143-1270 鹿北子育て支援センター　132-3194 菊鹿子育て支援センター　148-4660
鹿本子育て支援センター　146-2635 鹿央子育て支援センター　136-2150 つどいの広場（ぽかぽか・おさか童夢） 143-1155

山鹿保育園保護者　野中美由樹



このコーナーでは、みなさんからの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしかったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！
■投稿上の注意
・住所・氏名・年齢の記入をお忘れなく。
（匿名希望、ペンネーム使用の場合でも）
・絵や写真などには、ひとことコメントをお願いします。
・毎月10日までにお願いします。
■送付先（持参もOKです）
〒861-0592 山鹿市役所秘書課広報やまが「読者の広場」まで

小学校・中学校の話題をお届け！

投
稿

HPアドレス
http://www.yamaga-sports.com

米田小学校

山鹿市熊入町416総合体育館内
1４３‐００９３

▲キッズサッカー　全員一丸となって！

野
中
　
誠
道
さ
ん

（
鹿
北
町
岩
野
）

平
成
２
年
か
ら
４
年
間
、
英
語
指
導

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
鹿
北
町
教
育
委

員
会
に
勤
務
さ
れ
た
カ
レ
ン
・
ボ
ー
ゲ

ル
さ
ん
が
、
ご
主
人
、
娘
の
ク
リ
ス
テ

ィ
ナ
ち
ゃ
ん
、
カ
レ
ン
さ
ん
の
ご
両
親

と
一
緒
に
10
月
３
日
鹿
北
町
の
拙
宅
を

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
娘
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
ち

ゃ
ん
を
岩
野
保
育
園
の
み
な
さ
ん
と
遊

ば
せ
た
い
と
の
希
望
で
、
保
育
園
（
樋

口
二
三
子
園
長
）
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

言
葉
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、
す
ぐ
仲

良
く
な
り
、
約
１
時
間
あ
ま
り
楽
し
く

交
流
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
保
育
園
児
の
み
な
さ
ん
は
大

変
人
な
つ
っ
こ
く
、
ご
両
親
と
の
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
や
一
緒
に
英
語
の
勉
強
を
し

た
り
、
カ
レ
ン
さ
ん
一
家
は
大
変
よ
ろ

こ
ば
れ
ま
し
た
。

投
稿

広
報
係
宛
に
絵
手
紙
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
紙
面
が
白
黒
な
の
で
色
を
お
伝

え
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
花
の

色
が
淡
い
ピ
ン
ク
で
と
て
も
愛
ら
し
い

絵
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10月21日に開催されたスポーツフェスティバルに、今回も多くの市
民が参加しました。主な成績は以下のとおりです。体力測定コーナー
では、参加者が自分の体力チェックをしていました。
【ファミリービーチボール】

優勝　ナンバーワンがんばるズ　準優勝　ＫＮＯＣＫ ＤＯＷＮ
３位　上広ヤンキーズ

【キッズサッカー】
優勝　かおうチーム（かおう保育園） 準優勝　山鹿ＦＣ２
３位　山鹿ＦＣ１

【スローピッチソフトボール・実年の部（45歳以上）】
Ａブロック　優勝　山鹿　　準優勝　大道
Ｂブロック　優勝　平小城　準優勝　八幡

【スローピッチソフトボール・一般の部（45歳以下）】
Ａブロック　優勝　大道　　準優勝　鹿央２
Ｂブロック　優勝　鹿北　　準優勝　三玉

【なんさま山鹿一決定戦】
☆今回の記録更新者☆

本校は、現在児童数104人、ＰＴＡ数77戸の小規模校
です。平成17・18年度に県の「心の教育研究推進校」
の指定を受け、本年度も継続して『心の教育』に力を
入れています。
◎心を育てる体験活動
「心の教育」を進めるにあたっては、「道徳」の授業

づくりの工夫ばかりでなく、その基礎となる体験活動
を充実させ、児童の内面に根ざした道徳性の育成を考
えています。
◎Ｖ・Ｓ（ボランティア・サービス）活動
本校では、毎週水・木・金曜日の８時から８時15分

に、この活動を縦割り班ごとに行っています。Ｖ・Ｓ
活動とは、子どもたちが行う自主奉仕活動で、毎月月
初めに子どもたちが、どんな活動をするかを話し合っ
て行っています。草取りや新聞づくり、誕生カードづ
くりなどいろんなことを実践しています。
◎歌声づくり（全校合唱）
本校では、合唱を通した「豊かな心づくり」を実践

しています。全校合唱では、毎月の歌を歌ったりリズ
ム遊びを通して、１年生から６年生まで心を一つにし、
互いを思いやる心など豊かな感性を育てています。
今後も、学校・家庭・地域が共に連携し、子どもた

ちの成長を見つめ続けていきたいと思います。

▲道徳授業の一風景

▲全校音楽　全校児童で取り組んでいます

投
稿

井
手
口
須
美
子
さ
ん

11
月
１
日
、
澄
み
き
っ
た
秋
空
の
も

と
山
鹿
市
立
八
幡
保
育
園
で
は
大
き
な

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
山
鹿
ふ
る
さ

と
振
興
会
（
寺
崎
勇
児
会
長
）
の
企
画

で
、
山
鹿
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
育

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
こ
め

て
、
三
人
の
力
士
が
来
園
し
た
の
で
す
。

保
育
士
さ
ん
た
ち
の
手
作
り
ゲ
ー
ト

を
く
ぐ
っ
て
、
琴
欧
州
関
・
琴
春
日
・

琴
仁
成
が
登
場
し
、
園
児
や
地
元
の
人

た
ち
の
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

ひ
と
き
わ
大
き
く
端
整
な
顔
立
ち
の

琴
欧
州
関
も
、
山
鹿
市
生
ま
れ
の
琴
春

▲中央がクリスティナちゃん

氏名（年齢）

桂　右京（中１）

西山　豊（30）

緒方咲希乃（小３）

古川未憂（小３）

中川幸恵（23）

西村淳子（62）

クラス

男　中学生

男　一般（50歳未満）

女　小学低学年

女　小学低学年

女　一般（50歳未満）

女　一般（50歳以上）

種目・記録
フリスビー遠投
52.00m

ハンドボール遠投
68.00m
竹馬50m走
51秒64

スリッパ飛ばし
18.05m
竹馬50m走
26秒50

スリッパ飛ばし
24.90m

日
も
、
終
始
に
こ
や
か
に
子
ど
も
た
ち

と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し

た
。保

護
者
や
地
元
の
人
た
ち
の
見
守
る

な
か
、
園
内
の
土
俵
で
は
、
琴
仁
成
を

相
手
に
子
ど
も
た
ち
が
体
当
た
り
で
挑

戦
し
、
押
し
切
っ
て
大
喜
び
し
た
り
、

力
士
た
ち
に
抱
か
れ
て
泣
き
出
す
子
も

い
た
り
と
大
賑
わ
い
で
し
た
。
見
物
客

の
中
に
は
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
お
ら

れ
る
お
年
寄
り
も
い
ま
し
た
。

力
士
た
ち
に
元
気
を
も
ら
っ
た
子
ど

も
た
ち
が
、
お
相
撲
さ
ん
の
よ
う
に
大

き
な
夢
を
持
っ
て
育
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む
園
児
と
力
士

お
相
撲
さ
ん
の
よ
う
に
大
き
な
夢

を
も
っ
て
ね
！

▲▲



C
固
定
資
産
税
第
３
期

F
国
民
健
康
保
険
税
第
９
期

の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

12
月
は
年
末
特
別
徴
収
月
間
で
す
。

期
間u

12
月
10
日
B
〜
27
日
E

（
土
・
祝
日
を
除
く
）

月
〜
金
　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
ま
で

日
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
限
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
税
務
課

1
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

市
有
地
を
一
定
制
限
（
土
地
の
利
用

条
件
等
）
を
設
け
た
う
え
で
、
土
地
買

受
希
望
者
を
公
募
し
ま
す
。

【
旧
水
道
局
庁
舎
跡
地
】

q
所
在
地
＝

山
鹿
市
中
字
車
地
７
１
０
番
地
１
０

w
地
目
＝
宅
地

e
公
簿
面
積
＝
７
４
１
・
０
５
g

r
地
域
種
別
＝
標
準
住
宅
地
域

t
行
政
的
条
件
＝
都
市
計
画
区
域
内

y
供
給
・
処
理
施
設
＝
上
下
水
道

都
市
ガ
ス

【
米
田
水
源
地
跡
地
】

q
所
在
地
＝

山
鹿
市
南
島字

高
道
１
２
６
７
番
地
４

w
地
目
＝
宅
地

e
公
簿
面
積
＝
１
、
４
５
０
g

r
地
域
種
別
＝
農
用
地

t
行
政
的
条
件
　
都
市
計
画
区
域
外

y
供
給
・
処
理
施
設
＝
上
水
道

◎
土
地
利
用
条
件
　
一
戸
建
住
宅

◎
現
場
説
明
会

Ｈ
20
年
１
月
15
日
C

午
後
１
時

◎
入
札
参
加
締
切

Ｈ
20
年
１
月
31
日
E

午
後
３
時

◎
入
札
お
よ
び
開
札

入
札u

Ｈ
20
年
２
月
25
日
B
午
後
１
時

開
札u

入
札
締
切
後
直
ち
に
開
札

場
所u

水
道
局
会
議
室

…
水
道
局
　
1
43
‐
１
１
６
１

問
合
せ

納
期
日
に
指

定
の
預
貯
金
口

座
か
ら
金
融
機

関
が
あ
な
た
に

代
わ
っ
て
納
税

す
る
制
度
で
す
。

対
象
税u

・
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

取
扱
い
金
融
機
関u

・
鹿
本
農
業
協
同
組
合

・
九
州
労
働
金
庫

・
熊
本
第
一
信
用
金
庫

・
熊
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
銀
行

・
肥
後
銀
行

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

手
続
方
法u

希
望
す
る
預
貯
金
口
座
の
あ
る
金

融
機
関
の
窓
口
で
口
座
振
替
依
頼

書
を
提
出

※
納
税
通
知
書
・
預
貯
金
通
帳
・
通

帳
使
用
印
鑑
を
す
べ
て
持
参

…
税
務
課
管
理
係

1
43
‐
１
１
５
６

【
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設
置
】

本
年
11
月
か
ら
、
県
内
の
税
務

相
談
室
分
室
を
統
合
し
、「
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
を

集
中
化
し
ま
す
。
県
内
各
税
務
署

へ
の
電
話
は
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

よ
り
案
内
さ
れ
ま
す
。

【
税
務
相
談
の
事
前
予
約
制
導
入
】

県
下
の
各
税
務
署
に
お
い
て
、

帳
簿
書
類
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、

面
接
相
談
が
必
要
な
場
合
、
十
分

な
相
談
時
間
で
対
応
す
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
担
当
部
門
に
面
接
日

時
の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
の
際
は
、
氏
名
・
住
所
・

相
談
内
容
を
う
か
が
い
ま
す
。

…
山
鹿
税
務
署

1
44
‐
２
１
８
１

問
合
せ

犬
は
生
後
91
日
か
ら
、
年
１
回
狂
犬

病
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

近
く
の
動
物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

注
射
料
金u

１
頭
　
３
、
０
０
０
円

※
新
規
登
録
の
場
合
登
録
代
金
と
し
て
　

プ
ラ
ス
３
、
０
０
０
円

日
程u

12
月
２
日
A

・
山
鹿
市
役
所
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

・
鹿
北
総
合
支
所午

前
９
時
〜
午
前
10
時

・
菊
鹿
総
合
支
所
　
午
前
11
時
〜
正
午

・
鹿
本
総
合
支
所
　
午
前
11
時
〜
正
午

・
鹿
央
総
合
支
所午

前
９
時
〜
午
前
10
時

…
環
境
課

1
43
‐
７
２
１
１

問
合
せ

問
合
せ

平
成
20
年
１
月
４
日
申
請
分
か
ら
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
カ
ー
ド
化
さ
れ
た
運
転
免
許

証
が
更
新
、
再
交
付
お
よ
び
免
許
取
得

者
に
発
行
さ
れ
ま
す
。

○
メ
リ
ッ
ト

・
運
転
免
許
証
の
偽
造
・
変
造
・
不
正

使
用
の
防
止

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
で
免
許
証
の
本

籍
欄
を
削
除

○
更
新
す
る
と
き
な
ど
暗
証
番
号
の
設

定
が
必
要

○
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
物
品
代
と
し
て
今
ま

で
の
手
数
料
プ
ラ
ス
450
円

○
１
月
４
日
以
降
も
現
在
の
運
転
免
許

証
は
使
用
可
能

…
山
鹿
警
察
署
交
通
安
全
協
会

1
43
‐
１
８
８
７

問
合
せ

日頃人気がある農産物加工品をセットにし
て宅配便で発送します。
鹿央産の新鮮な物ばかりです。年末年始の
贈答や家庭用にどうぞ。
Ａセット＝３、０００円

みかん・もち・みそ・饅頭・漬物
トマト・野菜２品・黒米　計８種類

Ｂセット＝４、５００円
ネットメロン・きんかんの甘露煮
もち・みそ・饅頭・漬物・トマト
野菜２品・黒米　　　　計９種類

送料は全国一律500円
…鹿央物産館
1３６‐３８３８

申込・問合せ

【燃えるごみ・燃えないごみ・資源ごみの収集】
年末収集　12月28日F

年始収集　１月４日Fから通常どおり収集
【し尿のくみ取り】（五十音順）
年内のくみ取りは、12月20日Eまでに要申込
○2高原商会　1４３‐２８３０

12月29日G～１月３日E 休み
○2平成美掃　1０９６‐２７２‐２３１９

12月29日G～１月６日A 休み
○2松岡清掃公社　1０９６‐２７２‐０３０１

12月29日G～１月３日E 休み
【ごみの自己搬入】（必ず許可証が必要）
引っ越しや大掃除で一時的に大量に出るごみや、
事業所から出るごみは、環境課または各総合支所
市民福祉課にごみを持参し、許可証を受け処分場
に持ち込んでください。
○12月28日F 営業時間
・搬入許可証の発行
（環境課・各総合支所市民福祉課）
８：30～16：00

・クリーンセンター（可燃ごみ）
鹿央町合里　1３６‐２１１１　
８：30～16：30

・最終処分場（不燃ごみ）
植木町轟　1０９６‐２７３‐００３５　
８：30～16：00

・リサイクルプラザ（資源ごみ）
植木町轟　1０９６‐２７２‐６３３９
８：30～16：00

○12月29日G～１月３日E 休み
○１月４日Fから通常業務

…環境課　1４３‐７２１１問合せ

農
業
の
情

勢
は
、
担
い

手
不
足
な
ど

に
よ
り
大
変

厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、

本
年
度
か
ら

農
政
に
お
け
る
国
の
施
策
が
担
い
手

に
重
点
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
も
、
農
業
担
い
手
の
方
が
相

談
で
き
る
窓
口
を
、
農
林
振
興
課
内

に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

…
農
林
振
興
課

1
43
‐
１
５
５
６

問
合
せ

▲写真はＢセット4,500円の見本です

【「世界の子どもの本」展の開催】
IBBY(国際児童図書評議会)が推薦
する本の展示会を催します。
全国で５か所しか開催されません。
期間u12月中旬から１月中旬
場所u鹿本図書館

【講演会】
日時u１月14日_

14：00～16：00
場所u鹿本生涯学習・健康センター

「ひだまり」２階大会議室
講師u絵本「せかいいちうつくしい

ぼくの村」
作者　小林　豊さん

…鹿本図書館　
1４６‐１３１０

問合せ



〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

市内の物産館４館のそれぞれ特徴を持
った農産物や加工品などを入れた「詰
め合わせセット」の宅配を行います。
市の特産品を市外の方にも送ってみて
はいかがですか。
発送日u12月６日E・13日E・20日E

セット料金u5,000円（税・送料込み）
※関東以北および沖縄については
5,500円（税・送料込み）

セット内容u
・里芋・みかん・干し椎茸

（道の駅かほく小栗郷）
・あんずリキュール　（あんずの丘）
・白餅・古代米餅・赤酒

（水辺プラザかもと）
・あたご梨・古代米（黒）・旬の野菜

（鹿央物産館）

申込先uいずれかの物産館で申込

道の駅かほく「小栗郷」
1３２‐４１１１

あんずの丘　　　1４８‐３１００
水辺プラザかもと1４６‐１１２６
鹿央物産館　　　1３６‐３８３８

申込・問合せ

木
造
住
宅
に
関
し
て
の
疑
問
・
質

問
に
お
答
え
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
月
第
３
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所u

道
の
駅
か
ほ
く
小
栗
郷

「
木
遊
館
」

相
談
員u

（
順
次
交
代
制
）

・
廣
田
建
築
都
市
設
計
工
房

・
Ｕ
Ｌ
設
計
室
　
・
芋
生
工
務
店

・
Ｆ
Ｕ
設
計
　
・
入
江
建
築

・
稲
葉
工
務
店
　
・
竹
熊
建
設

・
中
村
工
務
店
　

・
幸
の
国
木
材
工
業

相
談
例u

・
木
材
に
関
す
る
こ
と

・
耐
震
　

・
住
宅
に
関
す
る
税
金

・
住
宅
建
築
の
資
金
繰
り

・
工
法
　
な
ど

…
あ
や
す
ぎ
家
造
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
幸
の
国
木
材
工
業
内
）

1
32
‐
２
１
８
５

問
合
せ

テ
レ
ビ
（
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ

Ｖ
）
を
利
用
し
て
授
業
行
う
正
規
の
大

学
で
す
。

募
集
期
間u

12
月
15
日
G
〜
２
月
29
日
F

学
部u【

教
養
学
部
】
15
歳
以
上
誰
で
も
可

全
科
履
修
生
・
選
科
履
修
生

科
目
履
修
生

【
大
学
院
】
18
歳
以
上
誰
で
も
可

修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生

※
入
学
試
験
な
し

※
入
学
料
・
授
業
料
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い

…
熊
本
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

1
096
‐
341
‐
０
８
６
０

申
込
・
問
合
せ

日
時u

・
予
選
リ
ー
グ
　
１
月
16
日
D

午
後
６
時
　
　
　
受
付
　

午
後
７
時
20
分
　
競
技
開
始

・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
　
１
月
23
日
D

午
後
７
時
　
　
　
競
技
開
始
　

場
所u

総
合
体
育
館
第
１
ア
リ
ー
ナ

チ
ー
ム
編
成u

男
女
７
人

（
競
技
は
５
人
）

参
加
料u

１
チ
ー
ム
　
１
、
０
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

参
加
申
込
締
切u

１
月
９
日
D

※
総
合
体
育
館
ま
た
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
鍋
田
）
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

…
7
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社

1
43
‐
０
１
１
１

申
込
・
問
合
せ

山
鹿
市
が
全
国
に
誇
る

和
紙
の
伝
統
工
芸
で
す
。

灯
籠
師
が
指
導
し
ま
す
。

期
間u

１
月
14
日
_
〜
３
月
下
旬
ま
で

（
毎
週
月
・
木
曜
午
後
６
時
半
〜

午
後
８
時
半
　
20
回
程
度
）

場
所u

山
鹿
灯
籠
民
芸
館
別
館(

九
日
町
）

対
象
・
定
員u

・
市
内
在
住
で
毎
回
出
席
で
き
る
方

・
申
込
先
着
順
10
人

参
加
費u

３
、
０
０
０
円

申
込
締
切u

１
月
７
日
B
ま
で

…
山
鹿
灯
籠
師
組
合

組
合
長
　
中
島
清
1
43
‐
２
６
５
９

申
込
・
問
合
せ

期
日u

12
月
22
日
G
〜
23
日
A１

泊
２
日

場
所u

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

内
容u

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
制
作
実
習

な
ど
異
年
齢
で
の
グ
ル
ー
プ
体
験

参
加
料u

１
人
　

３
、
０
０
０
円
＋
米
３
合

対
象
者u

小
学
生

募
集
人
数u

30
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間u

12
月
１
日
G
〜
９
日
A

※
各
小
学
校
配
布
の
申
込
用
紙
に
記
入

の
上
、
持
参
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

…
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

1
・
5
43
‐
１
１
３
６

申
込
・
問
合
せ

相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
e
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

12
月
７
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

12
月
14
日
F

e
警
察
相
談u

12
月
21
日
F
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

12
月
６
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

12
月
13
日
E

e
消
費
生
活
相
談u

12
月
20
日
E

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

12
月
５
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

12
月
12
日
D

e
司
法
相
談u

12
月
19
日
D

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

12
月
４
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

12
月
11
日
C

e
心
の
悩
み
相
談u

12
月
18
日
C

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

12
月
３
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

12
月
10
日
B

e
法
律
相
談u

12
月
17
日
B
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

12
月
13
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時u

12
月
12
日
D
・
26
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所u

市
役
所
１
階
会
議
室

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児
童
に
つ
い
て
の
相
談

…
福
祉
課

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

試
験
職
種u

・
甲
種

・
乙
種
第
１
類
〜
第
６
類

・
丙
種

試
験
日
時u

２
月
17
日
A

甲
種
・
乙
種
　
午
前
９
時
40
分
着
席

丙
種
　
　
　
　
午
後
零
時
40
分
着
席

場
所u

熊
本
市

願
書
受
付
期
間u１

月
７
日
B
〜
16
日
D

※
郵
送
の
場
合
16
日
消
印
有
効

合
格
発
表u

３
月
５
日
D

…
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部
（
〒
８
６
２
‐
０
９
７
６

熊
本
市
九
品
寺
１
‐
11
‐
４
）

1
096
‐
364
‐
５
０
０
５

申
込
・
問
合
せ

語
学
研
修
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
、
異
世

代
交
流
、
教
育
現
場
見
学
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

派
遣
期
間u

２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
　

（
10
〜
15
日
間
）

派
遣
先u

ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ

カ
ン
ボ
ジ
ア

対
象u

高
校
３
年
生
〜
大
人
の
方

参
加
費u

29
万
〜
36
万
８
千
円

（
共
通
経
費
２
万
円
は
別
途
）

申
込
締
切u

１
月
17
日
E
先
着
順

※
派
遣
国
ご
と
派
遣
期
日
・
期
間
・
参

加
費
・
定
員
な
ど
が
違
い
ま
す

…
7
国
際
青
少
年
研
修
協
会

1
03
‐
３
３
５
９
‐
８
４
２
１

http://www.kskk.or.jp

申
込
・
問
合
せ

募集職種u調理師　１人（要資格）
雇用期間u平成20年２月１日F～

平成20年３月31日Bまで
勤務場所u老人ホーム寿楽荘（鹿本町）
申込方法u市販の履歴書に必要事項記

入の上、職員課もしくは寿
楽荘へ郵送または持参

受付期間u12月３日B～12月28日Fまで

…職員課　1４３‐１１１３
（〒861‐0592 山鹿市山鹿978）
寿楽荘　1４６‐２０４６
（〒861‐0331 山鹿市鹿本町

来民978‐1）

【臨時職員の登録について】
・随時受け付けています。
・市販の履歴書に必要事項（希望
職種など）を記入の上、職員課
（143‐1113）まで提出してく
ださい。

申込・問合せ



工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

10/9
10/9
10/9
10/9
10/9
10/9
10/9
10/9
10/9
10/9
10/23
10/23
10/23
10/23
10/23

10/23

平成19年度高橋地区配水管布設工事（その５）
平成19年度高橋地区配水管布設工事（その６）
平成19年度高橋地区配水管布設工事（その７）
鬼丸団地外壁改修工事（その１）
鬼丸団地外壁改修工事（その２）
五区団地外壁改修工事（その１）
五区団地外壁改修工事（その２）
平成19年度三玉・八幡地区幹線７号工事
平成19年度三玉・八幡地区支線７ー８号工事
平成19年度合流式下水道緊急改善工事（３号）
平成19年度水辺プラザ機械室整備・改修工事
久原団地外壁改修工事（その１）
久原団地外壁改修工事（その２）
平成19年度菊鹿東部2期地区第２号工事
平成19年度菊鹿東部2期地区第３号工事

平成19年度御宇田１号、２号マンホールポンプ施設工事

鹿本町高橋地内
鹿本町高橋地内
鹿本町高橋地内
鹿本町来民地内
鹿本町来民地内
鹿本町来民地内
鹿本町来民地内
堀ノ内地内
堀ノ内地内
新町地内
鹿本町梶屋地内
久原地内
久原地内
菊鹿町下永野地内
菊鹿町下永野地内

鹿本町御宇田地内

アイビー浄水2

2フルカワ
2八代設備
環境産業
福田塗装
サカイ塗装
村上建築塗装店
!皆本建設
!フチガミ
!フチガミ
城北工業!

2ひかり
山崎塗装
!青木工務店
2鶴田建設工業
新明和工業!九州
支店

5,575,500
5,985,000
6,583,500
11,550,000
11,602,500
8,085,000
5,460,000
17,535,000
18,690,000
30,639,000
10,783,500
12,579,000
17,850,000
21,840,000
15,697,500

16,275,000

※落札価格500万円以上を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ

開催日 行　事　名 時間 料金

日中

日中

夜間
夜間

午後

－
午後
夜間

夜間

－

無料

有料

関係者

関係者

有料

－
無料
関係者

有料

－

１日G

２日A

３日B

８日G

９日A

12日D

16日A

17日B

23日_

29日G

30日A

31日B

八千代座シャンソン大会

第15回坂本大次郎歳末助け合い
チャリティーコンサート

八千代座狂言教室

八千代座子供歌舞伎教室

一ノ瀬たけし
１周年ありがとうコンサート

休館日

第１回山鹿市民俗芸能大会

八千代座狂言教室

第11回ザ・ブルドッグ
チャリティーコンサート

休館日（１月１日まで）

＊年末12月29日G～１月１日_まで休館となります。
＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k
前期　坂本教室合同展（山鹿地区）
期間u12月１日G～15日Gまで
後期　和水地区・鹿北地区
期間u12月17日B～28日Fまで
（最終日はそれぞれ15：00まで）

k
自分の好きなことを思うままに・・・
期間u12月１日G～24日0まで

「万葉の風」鹿央物産館（常設展示場）1３６‐３８３８
時間u10：00～17：00 （月曜定休）

２日A

９日A

16日A

23日_

24日0

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時12
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

後藤整形外科医院／幸村医院
うちだ内科医院／山鹿整形外科谷産婦人科医院
山鹿中央病院
横手医院／前原耳鼻咽喉科医院
平井藤岡医院／佐藤クリニック

今
年
も
「
阿
蘇
Ｂ
隊
」
が
や
っ
て
く

る
。み

ん
な
で
歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
ゲ
ー

ム
を
し
よ
う
！

日
時u

12
月
15
日
G

午
後
６
時
〜
午
後
８
時
半

場
所u

木
馬
館
交
流
施
設
（
菊
鹿
町
）

出
演u

阿
蘇
Ｂ
隊
の
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち

…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
を
愛
す
る
会

Ｊ
Ｏ
Ｃ
山
鹿
校
　
小
川

1
090
‐
５
７
４
７
‐
５
１
３
６

問
合
せ

温
泉
の
恵

み
に
感
謝
す

る
お
祭
り
で

す
。甘

酒
の
振

る
舞
い
を
準

備
し
て
み
な

さ
ん
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、「
さ
く
ら
湯
」
が
無
料
開
放

に
な
り
ま
す
。

日
時u

12
月
20
日
E

午
後
４
時
〜

場
所u

薬
師
堂
（
さ
く
ら
湯
横
）

…
観
光
課

1
43
‐
１
５
７
９

問
合
せ

日
時u

12
月
23
日
_

午
後
６
時
半
　
開
演

場
所u

八
千
代
座

料
金u

１
、
０
０
０
円

…
山
科

1
090
‐
８
９
１
５
‐
６
８
７
１

問
合
せ

日
時u

12
月
６
日
E

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

ひ
と
あ
し
は
や
い
ク
リ
ス
マ
ス

「
サ
ッ
ク
ス
生
演
奏
」

講
師u

ム
ー
デ
ィ
ー
喜
文
氏

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

市内に古くから伝わる神楽や雨乞い踊
りなどの民俗芸能を披露します。
日時u12月16日A

13：00 開場　14：00 開演
場所u八千代座
入場料u無料

出演団体u

来民うちわづくり太鼓保存会、岩野神楽
保存会、鹿本銭太鼓同好会、大林神楽保
存会、小坂雨乞い踊り保存会、広見小学
校（広見太鼓）、岩野小学校郷土芸能クラ
ブ（岩野神楽）、宗方万行保存会、寺米野
神楽保存会、鹿北茶山唄保存会

…文化課　1４３‐１６９１問合せ

k
楽しく仲間と作った作品を展示　
期間u12月３日B～５日Dまで（３日間）
プラザファイブ　３Ｆ　時間u10：00～18：00
※お問い合せは井伊いくよまで

1０９０‐１８７８‐０３０３

市
外
転

出
者
な
ど

は
随
時
受

付
し
て
い

ま
す
。

日
時u１

月
14
日
-

午
前
９
時
半
　
受
付

午
前
10
時
　
　
開
会

場
所u

総
合
体
育
館
第
１
ア
リ
ー
ナ

…
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

1
43
‐
１
６
５
１

問
合
せ

7自治総合センターから平成19年度コミュニティ助
成事業により「ミニサッカー用貸出備品」が導入され
ました。
これは、宝くじ普及広報活動の一環として行われて
いる助成事業で、地区住民が行うコミュニティ活動に
必要な設備の整備を助成する事業です。おおいに利用
してください。

…菊鹿総合支所総務振興課　1４８‐３１１１

【今回導入されたミニサッカー用貸出備品一覧】
折りたたみ式ミニサッカーゴール・ハンドフットサルゴー
ル錘・エコメッシュゼッケン・マルチバッグ・アルミ折り
たたみリヤカー・オールアルミ指揮台・アシスタントレフ
リーフラッグ・レフェリーウォッチ・肩掛け式得点板問合せ



R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

（H17.１.18生れ）
上内田（菊鹿）

Qぼくからのメッセージ
先月から保育園に行ってま
す！でもめんどくさいんだ
よね～！早く学校に行きた
いなぁ～

Qぼくからのメッセージ
パパ・ママ・じぃじ・ばぁ
ば・とよちゃん・ありちゃ
ん　いつもありがとう！

（H19.２.20生れ）
久原（山鹿）

問合せ

幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

「脳」についてあなたは考えたことありますか？日頃意
識することなく過ごしていますが、もっとも重要な部分で
す。

脳の病気の中で身近に聞くのが「認知症（痴呆症）」で
すが、その原因は完全には解明されていません。原

因の一つとしてあげられるのは、脳の血管障害です。脳内
の血流が悪くなることで脳の細胞が死滅したり、傷つくこ
とから起こると考えられています。
ということは、脳の血液循環や必要な酸素と栄養素を十

分に供給することが、認知症予防につながるのではないで
しょうか。
まず、栄養面での予防としては、ビタミンＥとＢ１で脳

細胞の酸化を防ぎましょう！

アルツハイマーに冒された脳と健康な人の脳で、抗酸
化に働くビタミンＥの量（濃度）を比較したところ、

アルツハイマー病の脳の方が低下していることがわかった

ということです。また、大脳皮質では、酸素の働きを促す
ビタミンＢ１も不足していました。つまり、ビタミンＥとＢ１

は認知症予防の上で重要な栄養素だといえます。

その他、脳の細胞を酸化から守る注目の栄養素がイチョ
ウ葉エキスと大豆レシチンです。イチョウ葉エキスは、

活性酸素を抑制する働きがあり、大豆レシチンは記憶力や
集中力を高め、またコレステロールが血管細胞に沈着する
のを防止してくれます。
そして、栄養面プラス適度な運動があってこそ予防につ

ながります。栄養が体中に循環し、働くことが期待できる
のではないでしょうか。ウォーキングなどをすることによ
って脳が活性化することも分かっています。

栄養面で脳の血管を柔軟にし、いきいきと若々しく保ち、
適度な運動で多くの酸素を取り込んで脳を活性化させ

ることが予防への第一歩です。
運動面のご相談は、ゆ～かむへお気軽にどうぞ！

（H19.８.27生れ）
西牧（山鹿）

Qわたしからのメッセージ
パパ・ママいつもありがとう
Qもう少しで寝返りうてるよ
うになるよ！世界中のミルク
を制圧することが目標なのだ!!

赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

麻麻麻麻
ま

ししししんんんん・・・・風風風風
ふ う

ししししんんんん
のの予予防防接接種種ははおお済済みみでですすかか？？!!

実施医療機関

平成18年４月から、麻しんと風しんの予防接種が２回と

なりました。２回目は年長児（平成13年度生まれ：H13年

４月２日～H14年４月１日生まれ）が対象です。

お済みでない場合は、早めに接種されることをお勧めし

ます。

麻しんとは？

麻しんウイルスの空気感染によっておこる病気です。感
染力が強く予防接種を受けないと、多くの人がかかる重い
病気です。発熱・せき・発疹

ほっしん

が主症状。最初３日間は38℃
前後の熱で、一時おさまりかけたかと思うと再び39～40℃
の高熱と発疹が出てきます。高熱は３～４日で下がり、次
第に発疹も消失します。

風しんとは？

風しんウイルスの飛沫
ひまつ

感染によって起こる病気です。潜
伏期間は２～３週間。軽い症状で始まり、発疹・発熱・後
頸部リンパ節腫脹などが主症状です。発疹も熱も約３日間
で治りますので、『三日ばしか』とも呼ばれています。

医療機関名　　　　　　地区名　　 電話番号
井上小児科医院　　　　 山　鹿　　　1 44-5628
坂本医院　　　　　　　　 山　鹿　　　1 44-2763
東内科小児科医院　　　　 山　鹿　　　1 44-3444
桑木内科　　　　　　　　 鹿　本　　　1 46-2063
平井藤岡医院　　　　　 鹿　本　　　1 46-2146
中川医院　　　　　　　 鹿　本　　 1 46-3106
きくか松岡クリニック　　 菊　鹿　　　1 48-2055
幸村医院　　　　　　　　 鹿　央　　　1 36-2000

○過去に麻しん・風しんのどちらか一方にかかった場合は
かかっていないワクチンのみ接種できます。ただし、過
去に麻しん・風しん共にかかったことがある方は接種す
る必要はありません。
○年齢対象外になると任意接種となり料金の補助ができま
せんのでご注意ください。
○予防接種を受けるときは、必ず保護者が連れて行きまし
ょう。（保護者が同伴のできない場合は、予防接種委任
状が必要です。事前にお住まいの保健師にご相談下さい）

※要予約

※詳しい接種方法については、お住まいの保健師までご相談ください。

場所と日時u
q鹿北公民館
12月４日c ９：30～11：30       

wJA鹿北支所
12月４日c 12：00～13：00    

14：00～15：30
eスーパーミカエル山鹿店
12月26日D ９：30～12：00

13：00～15：30 
r鹿本地域振興局
12月26日D 9：30～13：00

14：00～15：30

日時u12月３日B 山鹿・菊鹿
12月10日B 山鹿・鹿北
12月17日B 山鹿・鹿本
13：30～15：00まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
鹿 北→鹿北総合支所
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

k
＊３～４か月児健診（19年８月生）
日時u12月18日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央

＊７～８か月児健診（19年４月生）
日時u12月25日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央

＊１歳６か月児健診（18年４月生）
日時u12月４日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央

＊３歳児健診（16年８月生）
日時と対象u
12月７日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
12月21日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k
＊乳児健診（19年４月・８月生）
日時u12月11日c 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

＊１歳６か月児健診（18年４月・５月生）
日時u12月20日E 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u12月３日B…菊鹿　12月10日B…山鹿・鹿北
12月17日B…鹿本　12月25日C…鹿央
いずれも、９：30～11：00まで受付

場所u山鹿、菊鹿、鹿本、鹿央→母子健康手帳交付と同じ
鹿北→鹿北老人福祉センター

お問い合わせは、お住まいの地域の保健師まで
・山鹿市役所健康増進課
（健康福祉センター内） 1４３‐００５０
・鹿北総合支所市民福祉課　　1３２‐３１１１
・菊鹿総合支所市民福祉課　　1４８‐３１１１
・鹿本総合支所市民福祉課　　1４６‐３１１２
・鹿央総合支所市民福祉課　　1３６‐３１１４
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◆およろこび◆

山　鹿 中山　博貴さんQ中山　マヤさん
米　田 田邊　正和さんQ川本　美香さん
三　岳　大渕　貴友さんQ奥山　理恵さん

高木　　諒さんQ藤井　園子さん
三　玉　村上　直哉さんQ米川亜莉沙さん
大　道 城　　英彰さんQ久保　美紀さん

本田　善浩さんQ椛嶋　恵里さん
河上　展彰さんQ本田　志穂さん
山口　直純さんQ渕上　留美さん

岩　野 関　　貴幸さんQ末藤　智香さん
米嶌　　浩さんQ清田　清美さん

来　民 古庄　一宏さんQ藤原　慶子さん
稲　田 �田　喜勝さんQ藤本　理恵さん
中　富 隈部　征伸さんQ畠中智恵美さん

山田　修一さんQ池田　亜輝さん

千　田 杉焼 一心さんQ山口　　紫さん

◆うぶごえ◆

山　鹿 中山　琥鴻
ことき

さん　戸上　小町
こまち

さん
中島　大我

たいが

さん　中島　彩良
さ ら

さん
高江　蒼太

そうた

さん　田中　晴人
はると

さん
木田　類史

るいし

さん　井上　朝陽
あさひ

さん　
川口　紗良

さ ら

さん
米　田 宮�ラヒム海悠里

み ゆ り

さん
八　幡 森川　遼大

りょうた

さん　藤本　沙輝
さ き

さん
井　　楓香

ふうか

さん　横田　紗弓
さゆみ

さん
坂梨　華澄

かすみ

さん
平小城 松永　美希

み き

さん　広瀬　　奏
かなで

さん
三　岳　中嶋　美月

みづき

さん
三　玉　池田留利伽

る り か

さん　長迫　幸豊
ゆきとし

さん
野田　希羽

き わ

さん　宮田　眞吾
しんご

さん
池田　聖翔

しょうと

さん　工藤　望夢
のぞむ

さん
�田孝太郎

こうたろう

さん　広瀬　龍一
りゅういち

さん
大　道 寺本　識人

のりと

さん　寺本　佳生
よしき

さん
池田　隼都

はやと

さん　宇和房地広人
ひろと

さん　

岩　野 野中　菜摘
なつみ

さん
広　見　中島　とあさん

内　田　古田　隼士
はやと

さん
六　郷 俣山智悠裡

ち ゆ り

さん
城　北 赤星　亮冴

りょうが

さん　木場　世那
せ な

さん

来　民 託間　愛奏
あいか

さん　宮本　咲空
さ ら

さん
稲　田 木村　凛

りん

さん　安武　陽菜
ひ な

さん

千　田　安倍友希乃
ゆ き の

さん　冨田　淳平
じゅんぺい

さん
竹田　壮志

そうし

さん
米野岳 井出　実李

みのり

さん

◆おくやみ◆

山　鹿　阿蘇品ミドリさん(84) 井上　厚子さん(77)
星子　八郎さん(85) 楠元　憲剛さん(81)
釜崎　重彦さん(91) 島田チズ子さん(97)
津原　��さん(55)

米　田 中島　千昭さん(79) 有働　資幸さん(86)
有働アサ子さん(76)

川　辺 猪崎ナルミさん(96) 古川ミドリさん(91)
�永十太郎さん(90) 桑原　貞吾さん(48)
古川　健夫さん(68)

八　幡 白木トモエさん(96) 鹿子木直子さん(49)
永田　人次さん(93) 錦戸　次男さん(76)
三島アサヲさん(91) 酒井スミエさん(98)

平小城 井口　計介さん(77) 渕上ツタヱさん(88)
築嶋　三郎さん(86) 中村ヨシミさん(87)

三 岳　渡邊多津子さん(86)
三 玉　前原　時忠さん(84)
大　道 川野　アサさん(95) �木　政友さん(88)

冨田　正直さん(83)

岩　野 古川　誠一さん(80)
広　見 池田　忠行さん(69) 草野　義教さん(80)

内　田 今坂　武人さん(78)
六　郷 下田　一磨さん(80) 
城　北 立花　　忍さん(82) 平井　孝治さん(41)

山口　和夫さん(81)

来　民 竹ノ内徳太郎さん(90) 福嶌　�彦さん(77)
野中ミヨ子さん(80) 青木　　繁さん(82)
上野八千代さん(87) 工藤　範禮さん(70)
竹ノ内キヌエさん(84) 古閑　ツイさん(94)

稲　田 中嶋　輝義さん(73)
中　富 小材サカエさん(89)

千　田 三宮　静代さん(72) 米野ニシエさん(89)
米野岳 有働八重子さん(88)
山　内 一安英太郎さん(76)

※10月中の届出受付分を掲載しています
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■人口と世帯 Q
今
年
も
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す
と
こ
ろ
ひ
と
月
と
な
り
ま

し
た
。
早
い
も
の
で
す
ね
・
・
・
。
い
ろ

い
ろ
な
方
々
と
お
知
り
合
い
に
な
れ
た
こ

と
が
、
今
年
の
私
の
収
穫
で
す
。

Q
鞠
智
城
で
は
、
遠
巻
き
で
は
あ
り
ま
す

が
皇
太
子
様
の
お
顔
も
拝
見
で
き
ま
し
た
。

多
く
の
経
験
が
一
歩
一
歩
成
長
に
つ
な
が

っ
て
い
る
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
成
長
す

る
ぞ
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

英)
S

つ
い
こ
の
前
ま
で
ク
ー
ラ
ー
を
使
っ
て

い
た
か
と
思
う
と
急
に
寒
く
な
り
、
暖
房

器
具
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
12
月
な
の

で
寒
い
の
が
当
た
り
前
な
の
で
す
が
…
。

S

こ
ん
な
寒
い
時
期
に
は
や
っ
ぱ
り
温
泉

で
す
ね
。
山
鹿
八
景
に
も
紹
介
し
た
よ
う

に
山
鹿
に
は
多
く
の
温
泉
が
あ
り
ま
す
。

な
ん
と
68
か
所
も
あ
る
よ
う
で
す
。
大
衆

浴
場
か
ら
家
族
湯
、
洞
窟
風
呂
や
岩
盤
浴

ま
で
。
皆
さ
ん
も
い
ろ
い
ろ
な
温
泉
を
め

ぐ
ら
れ
て
広
報
に
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

今
年
も
あ
と
１
カ
月
、
悔
い
の
残
ら
な
い

平
成
19
年
に
し
ま
し
ょ
う
！

(

和
）

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

人口　　58,826（－20）
男　　27,789（－７）
女　　31,037（－13）
世帯数　20,918（±０）
10月末現在（前月末比）

平山温泉組合の荒木委員長に話しを聞きました。
昔の平山温泉
子どものころは、父たちが『しちりん焚き』をしていたのを覚えて

います。しちりん焚きとは、温泉のお湯がぬるかったので、当時の集
落54戸が交代で火を焚いてお湯を沸かしていたんですよ。現在はボー
リングによって熱いお湯に恵まれ、火を焚くこともなくなりました。
平山温泉が人気の秘密とは
平成11年頃から福岡方面を中心に注目されはじめ、今では22軒の温

泉があります。これほど人気になったのは、第一に泉質がすばらしい
からでしょう。私は今まで多くの温泉に入りましたが、やっぱりここ
の柔らかいお湯の泉質は日本一だと思います。次に平山の山・川・
田・家など昔ながらの里山の風景ですね。ここ平山には娯楽施設とい
うものはありません。でも、何度も足を運んでくれるお客さんにとっ
ては、自然とお湯が何よりの魅力なのでしょうね。
これからの山鹿温泉六湯郷
山鹿には六地区にそれぞれ違った温泉地があり

ます。これらは、山鹿市としての大きな財産です。
地域の特徴を生かしつつ、山鹿市として一体的に
ＰＲしていかなければならないと思います。
そうしないと合併した意味がないです
よね。新幹線開通も目前に迫っていま
す。お客様が山鹿へ来ていただくた
めに、交通アクセスの問題など六
湯郷が一帯となって取り組んで行
く必要があります。
山鹿温泉も平山温泉も菊鹿

温泉も、お客さんにとっては
『山鹿の温泉』ですからね。

■■荒荒木木　　栄栄ささんん【【ああららきき　　ささかかええ】】
平山温泉組合委員長。平小城活性化協議
会事務局。山鹿市平山在住。55歳。

平安時代からその名を知られた『いで湯』のまち
千年以上の歴史を持つ山鹿温泉は、熊本県内でも最も歴史のあ

る温泉地の一つ。昔から「山鹿千軒たらいなし」と唄われるほど
湯量が豊富で、泉質はラジウムを含んだ弱アルカリ性。無味無臭
でまろやかなお湯は「乙女の柔肌」とたとえられます。
山鹿市内には、この歴史ある山鹿温泉をはじめ、熊入温泉、平

山温泉、菊鹿温泉、鹿北温泉（幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」）、
鹿本温泉の６つの温泉が点在。年間約380万人の観光客が訪れる
「山鹿温泉六湯郷」を形成しています。


